
 

 

  

 

１. 新人戦県大会                 

結果は 

学校対抗戦 

１回戦敗退 新川 2 – 3 瑞陵 

 

個人戦ダブルス 

稲原・森下ペア １回戦 対 若宮商業の選手   2 – 0 勝 

        ２回戦 対 豊川の選手      2 – 1 勝 

        ３回戦 対 愛工大名電の選手   0 – 2 負   『ベスト 16』 

個人戦シングルス 

稲原      １回戦 対 安城学園の選手     2 – 0 勝 

        2回戦 対 星城の選手         0 – 2 負  『ベスト 32』 

 

森下       1回戦 対 阿久比の選手       2 – 0 勝 

        2回戦 対 名経大市邨         0 – 2 負  『ベスト 32』 

 

学校対抗戦では瑞陵高校との試合でした。瑞陵高校とは何度か合同練習、練習試合をさせてもらいお

互いの様子をよく分かっている対戦となりました。第１ダブルスは各校

エースダブルスとの対戦でした。県大会の緊張する雰囲気の中、これま

での経験をいかし切迫した試合を勝ち切ることができました。続く第２

ダブルスはエースダブルスが勝ったいい流れのもと、落ち着いた試合運

びをすることができました。県大会初出場のペアでありながら見事第２

ダブルスも勝つことができました。第１シングルスでは、取ったり取ら

れたりの拮抗した試合展開となりました。粘り強くプレーをしました

が、惜しくも第１シングルスを勝つことができませんでした。第２シン

グルスでは、早いラリー展開から気迫みなぎるスマッシュがお互い見ら

れました。お互い一歩も譲らず、１ゲームずつ取り、ファイルゲームまでいきました。お互いの応援が

会場に響き渡る中、どちらに軍配が上がるかわからないゲーム展開を繰り広げましたが、あと一歩及ば

ず第２シングルスを勝つことができませんでした。2-２マッチで迎えた最終の第３シングルスはエース

シングルス対決でした。地区予選でシングルス準優勝を果たしている強豪でした。相手のペースになら

ないよう、様々なショットを駆使しますが勝つことができませんでした。今回の大会の学校対抗戦では

1 回戦敗退という悔しい結果となってしまいました。今回の結果はまだ自分たちに伸ばせる部分がたく

さんあることを教えてくれたと思います。基礎を見直し、日々の練習の質をもっと高めて次の県大会で

は勝ち進めるチームになるために努力を続けていきたいです。 

 個人戦ダブルスでは、ベスト 8 を決める試合では、総体に比べ落ち着いたラリー展開、自身の得意な

ラリー展開に持っていく様子が何度か見られました。しかし、ベスト 8の壁は大きく勝つことができま

せんでした。ペア初の県大会ベスト 16 となりました。 
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2. クリスマスカップ                 

クリスマスカップは、学年別の個人戦ダブルスになります。また、本大会は高校はじめからの選手の

みの大会になります。結果は 

 

2 年生 神戸・坂本ペア 『ベスト８』 

１年生 池野・丹羽ペア 『準優勝』 

    大橋・田尻ペア 『ベスト８』 

 

 今回の大会は、結果を残すことができたペアもそうでないペ

アもいますが、どのペアも共通して課題が残る場面があった

と思います。しかし、それを悔しいだけで終わらせるのでは

なく、それぞれがそれぞれの課題と向き合い、成長し続けられるように練習していきたいです。また、

１年生は今大会の結果をもとに高校はじめからの個人戦シングルス大会愛知県予選に 4 名出場するこ

とが決定しました。           

 

 

3. 冬季尾張選手権                 

冬季尾張選手権大会は、３ダブルスで行われる団体戦です。総合力が大事な大会になります。結果は 

 

第１試合 新川 対 丹羽   ３－０ 勝    第２試合 新川 対 一宮商業 

第３試合 新川 対 一宮興道 ３－０ 勝    第４試合 新川 対 小牧   ２－１ 勝 

第５試合 新川 対 犬山総合 ３－０ 勝    決勝戦  新川 対 尾北   １－２ 負 

 

冬季尾張選手権では、リーグ内での優勝はできましたが、全

体としては準優勝という悔しい結果となってしまいました。こ

の悔しい気持ちをバネに、反復練習や試合の見直しをしてそれ

ぞれがより強くなれるよう頑張ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 


